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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月19日(2018.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダであって、前記ヒンジ式スライダが、
　（ａ）頂部壁と、
　（ｂ）前記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、
　　（ｉ）前記脚の対を成す第１の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記
頂端部に対向する底端部を備え、
　　（ｉｉ）前記脚の対を成す第２の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前
記頂端部に対向する底端部を備える、
　脚の対と、
　（ｃ）前記脚の対にヒンジ式結合によって取り付けられたウイングの対であって、
　　（ｉ）前記ウイングの対を成す第１のウイングが、前記第１の脚の前記底端部にヒン
ジ式結合によって取り付けられ、
　　（ｉｉ）前記ウイングの対を成す第２のウイングが、前記第２の脚の前記底端部にヒ
ンジ式結合によって取り付けられる、
　ウイングの対と
　を備え、
　前記封止用構造部材上に前記スライダを設置するために、前記第１のウイングと前記第
２のウイングとが上向きにヒンジ結合する、
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダ。
【請求項２】
　前記第１のウイングが、前記第１の脚と係合するように構成された第１のラッチを含み
、前記第２のウイングが、前記第２の脚と係合するように構成された第２のラッチを含む
、請求項１に記載のスライダ。
【請求項３】
　前記第１の脚の前記頂端部が、前記第１のウイングの前記第１のラッチを受けるように
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構成された第１の開口部を含み、前記第２の脚の前記頂端部が、前記第２のウイングの前
記第２のラッチを受けるように構成された第２の開口部を含む、請求項２に記載のスライ
ダ。
【請求項４】
　前記第１のウイングがラッチを含み、前記第２のウイングが開口部を含み、前記第１の
ウイングの前記ラッチが、前記第２のウイングの前記開口部と係合するように構成される
、請求項１～３のいずれか一項に記載のスライダ。
【請求項５】
　前記スライダの前記頂部壁から延び、前記脚の対及び前記ウイングの対の間に配設され
る支持部材をさらに備え、前記支持部材が、第２のジッパー側面部開放部材を含む、請求
項１～４のいずれか一項に記載のスライダ。
【請求項６】
　前記支持部材が、前記封止用構造部材上で前記スライダを保持する際に補助するための
少なくとも１つの保持部材を含む、請求項５に記載のスライダ。
【請求項７】
　前記スライダの前記頂部壁から延びた第１のジッパー側面部開放部材をさらに備える、
請求項５または請求項６に記載のスライダ。
【請求項８】
　前記第１のジッパー側面部開放部材が、前記支持部材に取り付けられる、請求項７に記
載のスライダ。
【請求項９】
　前記第１のジッパー側面部開放部材が、前記封止用構造部材上で前記スライダを保持す
る際に補助するための少なくとも１つの保持部材を含む、請求項７または請求項８に記載
に記載のスライダ。
【請求項１０】
　前記第１のウイング上の少なくとも第１の閉鎖バー、及び前記第２のウイング上の少な
くとも第２の閉鎖バーをさらに備え、前記第１の閉鎖バー及び前記第２の閉鎖バーが、前
記封止用構造部材の封止用部品を咬合させるように構成される、請求項１～請求項９のい
ずれか一項に記載のスライダ。
【請求項１１】
　前記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び前記第２のウイング上の第２のフ
ィンガパッドをさらに備え、前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドが
、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有する、請求項１～
１０のいずれか一項に記載のスライダ。
【請求項１２】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドの前記楕円形状の長軸寸法は
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、前記第１のフィンガパッド及び前記第２の
フィンガパッドの前記楕円形状の短軸寸法は、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、請求項１１に記載のスライダ。
【請求項１３】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドが各々、グリップリッジを備
える、請求項１１または請求項１２に記載のスライダ。
【請求項１４】
　保存袋において、
　（ａ）第１の側壁と、
　（ｂ）内部への開口部をとともに前記袋の内部を形成するように、前記第１の側壁に接
続された第２の側壁と、
　（ｃ）前記袋の前記開口部に隣接して配置されたジッパー側面部であって、前記ジッパ
ー側面部が、（ｉ）前記第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び（ｉｉ）前
記第２の側壁に取り付けられ、前記第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２
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の封止用部品を備え、前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品の両方が、前記ジッ
パー側面部の長さ方向に沿って、前記ジッパー側面部の第１側と前記ジッパー側面部の第
２側との間に延び、前記第１の封止用部品が、前記袋の前記開口部の封止を形成するため
に、前記第２の封止用部品と相互係止するように構成される、ジッパー側面部と、
　（ｄ）前記ジッパー側面部と跨状の関係で配置されたヒンジ式スライダであって、前記
スライダが、
　　（ｉ）頂部壁、
　　（ｉｉ）前記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、前記脚の対の第１の脚が、前
記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記頂端部に対向する底端部を備え、前記脚の対
の第２の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記頂端部に対向する底端部を
備える、脚の対、並びに
　　（ｉｉｉ）前記脚の対にヒンジ式に取り付けられたウイングの対であって、前記ウイ
ングの対の第１のウイングが、前記第１の脚の前記底端部にヒンジ式に取り付けられ、前
記ウイングの対の第２のウイングが、前記第２の脚の前記底端部にヒンジ式に取り付けら
れる、ウイングの対
を含む、ヒンジ式スライダと
を備え、
　前記ジッパー側面部上に前記スライダを設置するために、前記第１のウイングと前記第
２のウイングとが上向きにヒンジ結合する、
保存袋。
【請求項１５】
　前記ジッパー側面部が、上側ジッパー側面部であり、前記保存袋が、前記上側ジッパー
側面部の下に配置された下側ジッパー側面部を備え、前記下側ジッパー側面部が、（ｉ）
前記第１の側壁に取り付けられた第３の封止用部品、及び（ｉｉ）前記第２の側壁に取り
付けられ、前記第３の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第４の封止用部品を備え
、前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品の両方が、前記下側ジッパー側面部の長
さ方向に沿って、前記下側ジッパー側面部の第１側と前記下側ジッパー側面部の第２側と
の間に延び、前記第３の封止用部品が、前記袋の前記開口部のための第２の封止を形成す
るために、前記第４の封止用部品と相互係止するように構成される、請求項１４に記載の
保存袋。
【請求項１６】
　前記スライダが、前記スライダの前記頂部壁から延びた支持部材をさらに備え、前記支
持部材が、第１のジッパー側面部開放部材及び第２のジッパー側面部開放部材を備え、前
記第２のジッパー側面部開放部材が、前記上側ジッパー側面部と前記下側ジッパー側面部
との間に区域に配設される、請求項１５に記載の保存袋。
【請求項１７】
　前記第２のジッパー側面部開放部材が、前記上側ジッパー側面部と前記下側ジッパー側
面部との間の前記区域に各々配設された、第１のショルダー部材及び第２のショルダー部
材を含む、請求項１６に記載の保存袋。
【請求項１８】
　前記第１のショルダー部材及び前記第２のショルダー部材が、前記下側ジッパー側面部
の前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合解除するように構成される、請
求項１７に記載の保存袋。
【請求項１９】
　前記支持部材の前記第１のジッパー側面部開放部材及び前記第２のジッパー側面部開放
部材は、前記第１のジッパー側面部開放部材が、前記上側ジッパー側面部の前記第１の封
止用部品と前記第２の封止用部品とを咬合解除し、前記第２のジッパー側面部開放部材が
、前記第３の封止用部品及び前記第４の封止用部品を拡張することなく、前記下側ジッパ
ー側面部の前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合解除するように構成さ
れる、請求項１６～請求項１８のいずれか一項に記載の保存袋。
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【請求項２０】
　前記支持部材が、前記上側ジッパー側面部及び前記下側ジッパー側面部上で前記スライ
ダを保持する際に補助するための少なくとも１つの保持部材を含む、請求項１６～請求項
１９のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２１】
　前記袋の少なくとも一端にデテントをさらに備え、前記デテントが、前記袋の長さ方向
に沿って漏出防止用の封止構造を提供するために、少なくとも前記第２のジッパー側面部
開放部材と係合するように構成される、請求項１６～請求項２０のいずれか一項に記載の
保存袋。
【請求項２２】
　前記スライダが、前記第１のウイング上の少なくとも第１の閉鎖バー、及び前記第２の
ウイング上の少なくとも第２の閉鎖バーをさらに備え、前記第１の閉鎖バー及び前記第２
の閉鎖バーが、前記ジッパー側面部の封止用部品を咬合させるように構成される、請求項
１４～請求項２１のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２３】
　前記スライダが、前記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び前記第２のウイ
ング上の第２のフィンガパッドをさらに備え、前記第１のフィンガパッド及び前記第２の
フィンガパッドが、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有
する、請求項１４～請求項２２のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２４】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドの前記楕円形状の長軸寸法が
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、前記第１のフィンガパッド及び前記第２の
フィンガパッドの前記楕円形状の短軸寸法が、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、請求項２３に記載の保存袋。
【請求項２５】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドが各々、グリップリッジを備
える、請求項２３または請求項２４に記載の保存袋。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　本明細書に記載したヒンジ式スライダは、その中に製品を保存するためにパウチ又は熱
可塑性保存袋を咬合及び咬合解除することなどによって、いかなるタイプの封止用構造部
材も封止及び開封する有益な方法を提供する。本スライダは、スライダがジッパーの閉鎖
端部にあるときに、全く漏出させることなく、シングルジッパー側面部又はダブルジッパ
ー側面部を完全に封止し、開封することができる。
（項目１）
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダであって、上記ヒンジ式スライダが、
　（ａ）頂部壁と、
　（ｂ）上記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、
　　（ｉ）上記脚の対の第１の脚が、その底端部に前面及び背面を備え、
　　（ｉｉ）上記脚の対の第２の脚が、その底端部に前面及び背面を備える、
　脚の対と、
　（ｃ）上記頂部壁にヒンジ式に取り付けられたウイングの対であって、
　　（ｉ）上記ウイングの対の第１のウイングが、上記第１の脚の上記前面と係合するよ
うに構成された第１のラッチ、及び上記第１の脚の上記背面と係合するように構成された
第２のラッチを備え、
　　（ｉｉ）上記ウイングの対の第２のウイングが、上記第２の脚の上記前面と係合する



(5) JP 2017-523012 A5 2018.8.2

ように構成された第１のラッチ、及び上記第２の脚の上記背面と係合するように構成され
た第２のラッチを備える、
　ウイングの対と、
　を備え、
　上記封止用構造部材上に上記スライダを設置するために、上記第１のウイングと上記第
２のウイングとが下向きにヒンジ結合する、
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダ。
（項目２）
　上記スライダの上記頂部壁から延び、上記脚の対及び上記ウイングの対の間に配設され
る咬合解除フィンガーをさらに備え、上記咬合解除フィンガーが、開放端部及び閉鎖端部
を含む、項目１に記載のスライダ。
（項目３）
　上記第１のウイング上の第１のクロスバー、及び上記第２のウイング上の第２のクロス
バーをさらに備える、項目１または項目２に記載のスライダ。
（項目４）
　上記第１のクロスバーが、上記第１のウイングの上記第１のラッチ及び上記第２のラッ
チの下に配置され、上記第２のクロスバーが、上記第２のウイングの上記第１のラッチ及
び上記第２のラッチの下に配置される、項目３に記載のスライダ。
（項目５）
　上記第１のウイング上の第１の閉鎖バー、及び上記第２のウイング上の第２の閉鎖バー
をさらに備え、上記第１の閉鎖バー及び上記第２の閉鎖バーが、上記封止用構造部材の封
止用部品を咬合させるように構成される、項目１～項目４のいずれか一項に記載のスライ
ダ。
（項目６）
　上記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び上記第２のウイング上の第２のフ
ィンガパッドをさらに備え、上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが
、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有する、項目１～項
目５のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目７）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの上記楕円形状の長軸寸法は
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、上記第１のフィンガパッド及び上記第２の
フィンガパッドの上記楕円形状の短軸寸法は、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、項目６に記載のスライダ。
（項目８）
　保存袋において、
　（Ａ）第１の側壁と、
　（Ｂ）内部への開口部をとともに上記袋の内部を形成するように、上記第１の側壁に接
続された第２の側壁と、
　（Ｃ）上記袋の上記開口部に隣接して配置されたジッパー側面部であって、上記ジッパ
ー側面部が、（ａ）上記第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び（ｂ）上記
第２の側壁に取り付けられ、上記第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２の
封止用部品を備え、上記第１の封止用部品と上記第２の封止用部品の両方が、上記ジッパ
ー側面部の長さ方向に沿って、上記ジッパー側面部の第１側と上記ジッパー側面部の第２
側との間に延び、上記第１の封止用部品が、上記袋の上記開口部の封止を形成するために
、上記第２の封止用部品と相互係止するように構成される、ジッパー側面部と、
　（Ｄ）上記ジッパー側面部と跨状の関係で配置されたヒンジ式スライダであって、上記
スライダが、
　　（ａ）頂部壁、
　　（ｂ）上記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、上記脚の対の第１の脚が、その
底端部に前面及び背面を備え、上記脚の対の第２の脚が、その底端部に前面及び背面を備
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える、脚の対、並びに、
　　（ｃ）上記頂部壁にヒンジ式に取り付けられたウイングの対であって、（ｉ）上記ウ
イングの対の第１のウイングが、上記第１の脚の上記前面と係合するように構成された第
１のラッチ、及び上記第１の脚の上記背面と係合するように構成された第２のラッチを備
え、（ｉｉ）上記ウイングの対の第２のウイングが、上記第２の脚の上記前面と係合する
ように構成された第１のラッチ、及び上記第２の脚の上記背面と係合するように構成され
た第２のラッチを備える、
　ウイングの対を備える、ヒンジ式スライダと、
　を備え、上記ジッパー側面部上に上記スライダを設置するために、上記第１のウイング
と上記第２のウイングとが下向きにヒンジ結合する、保存袋。
（項目９）
　上記ジッパー側面部が、上側ジッパー側面部であって、上記保存袋が、上記上側ジッパ
ー側面部の下に配置された下側ジッパー側面部を備え、上記下側ジッパー側面部が、（ｉ
）上記第１の側壁に取り付けられた第３の封止用部品、及び（ｉｉ）上記第２の側壁に取
り付けられ、上記第３の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第４の封止用部品を備
え、上記第３の封止用部品と上記第４の封止用部品の両方が、上記下側ジッパー側面部の
長さ方向に沿って、上記下側ジッパー側面部の第１側と上記下側ジッパー側面部の第２側
との間に延び、上記第３の封止用部品が、上記袋の上記開口部のための第２の封止を形成
するために、上記第４の封止用部品と相互係止するように構成される、項目８に記載の保
存袋。
（項目１０）
　上記スライダが、上記スライダの上記頂部壁から延び、上記脚の対及び上記ウイングの
対の間に配設された咬合解除フィンガーをさらに備え、上記咬合解除フィンガーが、開放
端部及び閉鎖端部をさらに含む、項目８または項目９に記載の保存袋。
（項目１１）
　上記咬合解除フィンガーの上記開放端部が、上記ジッパー側面部の封止用部品を咬合解
除するように構成される、項目１０に記載の保存袋。
（項目１２）
　上記スライダが、上記第１のウイング上の第１のクロスバー、及び上記第２のウイング
上の第２のクロスバーをさらに備える、項目８～項目１１のいずれか一項に記載の保存袋
。
（項目１３）
　上記第１のクロスバーが、上記第１のウイングの上記第１のラッチ及び上記第２のラッ
チの下に配置され、上記第２のクロスバーが、上記第２のウイングの上記第１のラッチ及
び上記第２のラッチの下に配置される、項目１２に記載の保存袋。
（項目１４）
　上記スライダが、上記第１のウイング上の第１の閉鎖バー、及び上記第２のウイング上
の第２の閉鎖バーをさらに備え、上記第１の閉鎖バー及び上記第２の閉鎖バーが、上記ジ
ッパー側面部の封止用部品を咬合させるように構成される、項目８～項目１３のいずれか
一項に記載の保存袋。
（項目１５）
　上記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び上記第２のウイング上の第２のフ
ィンガパッドをさらに備え、上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが
、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有する、項目８～項
目１４のいずれか一項に記載の保存袋。
（項目１６）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの上記楕円形状の長軸寸法が
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、上記第１のフィンガパッド及び上記第２の
フィンガパッドの上記楕円形状の短軸寸法が、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、項目１５に記載の保存袋。
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（項目１７）
　袋の封止用構造部材のためのスライダであって、上記スライダが、
　頂部壁と、
　上記頂部壁から延びたウイングの対と、
を備え、
　上記ウイングの対の第１のウイングが、第１のフィンガパッド及び周囲のリップを備え
、上記ウイングの上記対の第２のウイングが、第２のフィンガパッド及び周囲のリップを
備え、上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが各々、人間工学的な感
触が向上したスライダを提供するために、短軸寸法よりも大きい長軸寸法を有する、
袋の封止用構造部材のためのスライダ。
（項目１８）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１２．０ｍｍから約
１９．０ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約
１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである、項目１７に記載のスライダ。
（項目１９）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１５．０ｍｍから約
１７．７ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約
１２．０ｍｍから約１４．０ｍｍである、項目１７または項目１８に記載のスライダ。
（項目２０）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１６．０ｍｍであり
、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約１３．０ｍｍである
、項目１７～項目１９のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目２１）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１７．７ｍｍであり
、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約１４．０ｍｍである
、項目１７～項目２０のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目２２）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、上記第１および第２の
フィンガパッドの各々の上記短軸寸法の約１．２５倍である、項目１７～項目２１のいず
れか一項に記載のスライダ。
（項目２３）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々が、平均的な指のサイズにフィットする区
域を提供するように、副短軸寸法よりも大きい副長軸寸法を含む、項目１７～項目２２の
いずれか一項に記載のスライダ。
（項目２４）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約８．７５ｍｍから
約１３．９ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が
、約８．１ｍｍから約１２．４ｍｍである、項目２３に記載のスライダ。
（項目２５）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約１１．７ｍｍから
約１２．５ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が
、約１０．０ｍｍから約１０．８ｍｍである、項目２３または項目２４に記載のスライダ
。
（項目２６）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約１１．７ｍｍであ
り、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が、約１０．０ｍｍで
ある、項目２３または項目２４に記載のスライダ。
（項目２７）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約１２．５ｍｍであ
り、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が、約１０．８ｍｍで
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ある、項目２３または項目２４に記載のスライダ。
（項目２８）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、上記第１および第２の
フィンガパッドの各々の上記副長軸寸法の約１．２５倍から約１．４５倍であり、上記第
１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、上記第１および第２のフィンガ
パッドの各々の上記副短軸寸法の約１．２５倍から約１．４５倍である、項目２３または
項目２４に記載のスライダ。
（項目２９）
　上記頂部壁の中心セクションのピンチ寸法が、約５．７２ｍｍから約１０．１６ｍｍで
ある、項目１７～項目２８のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目３０）
　上記頂部壁の１つ又は複数の端部セクションのピンチ寸法が、約７．６２ｍｍから約１
０．１６ｍｍである、項目１７～項目２９のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目３１）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが各々、グリップリッジを備
える、項目１７～項目３０のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目３２）
　上記グリップリッジが、垂直に延びたリッジを備える、項目３１に記載のスライダ。
（項目３３）
　上記グリップリッジが、円形突起を備える、項目３１に記載のスライダ。
（項目３４）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの各々が、第１の長さを有す
る第１の湾曲部分、及び第１の高さを有する第２の湾曲部分を含み、上記第１の湾曲部分
及び上記第２の湾曲部分が、ユーザの指の曲線形状に対応する項目１７～項目３３のいず
れか一項に記載のスライダ。
（項目３５）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの各々の上記第１の湾曲部分
の上記第１の長さが、約８．５ｍｍから約１４．０ｍｍである、項目３４に記載のスライ
ダ。
（項目３６）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの各々の上記第２の湾曲部分
の上記第１の高さが、約８．０ｍｍから約１２．５ｍｍである、項目３４または項目３５
に記載のスライダ。
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